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閣
衆
質
一
六
六
第
一
四
八
号

平
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十
九
年
四
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六
日

内
閣
総
理
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安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
法
的
地
位
な
ど
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
法
的
地
位
な
ど
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

大
日
本
帝
国
憲
法
第
十
八
条
は
、
「
日
本
臣
民
タ
ル
ノ
要
件
ハ
法
律
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
ル
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の

「
日
本
臣
民
タ
ル
ノ
要
件
」
を
規
定
し
た
法
律
で
最
初
に
施
行
さ
れ
た
も
の
は
、
明
治
三
十
二
年
に
制
定
さ
れ
た
旧
国
籍
法

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
日
本
臣
民
タ
ル
ノ
要
件
」
と
は
、
旧
国
籍
法
で
規
定
し
て
い
た
日
本
人
の
要
件
又
は
日
本
国
籍

の
得
喪
の
要
件
と
同
じ
意
味
と
な
る
と
解
さ
れ
る
。

二
に
つ
い
て

徴
兵
令
（
明
治
二
十
二
年
法
律
第
一
号
）
第
一
条
の
「
日
本
帝
国
臣
民
」
の
解
釈
に
つ
い
て
十
分
な
資
料
が
な
い
た
め
、

お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
（
沖
縄
人
）
」
が
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
く
、
ま
た
、
個
々
の
法
律
の
内

容
に
よ
る
こ
と
も
あ
り
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
一
般
論
と
し
て
は
、
沖
縄
に
つ

い
て
は
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
八
日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
五
日
ま
で
の
間
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
（
昭
和
二

一



十
七
年
条
約
第
五
号
）
第
三
条
の
下
で
、
我
が
国
は
領
有
権
を
放
棄
し
な
い
状
況
に
あ
っ
た
も
の
の
、
米
国
が
琉
球
列
島
米

国
民
政
府
布
令
等
を
通
じ
て
施
政
権
を
行
使
し
て
い
た
た
め
、
現
実
に
は
我
が
国
の
法
律
が
実
効
性
を
も
っ
て
適
用
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

当
時
、
昭
和
二
十
七
年
二
月
二
十
九
日
の
琉
球
列
島
米
国
民
政
府
布
令
第
六
十
八
号
（
琉
球
政
府
章
典
）
第
三
条
に
い
う

「
琉
球
住
民
」
で
あ
る
日
本
国
民
と
そ
の
他
の
日
本
国
民
が
そ
れ
ぞ
れ
有
し
て
い
た
権
利
義
務
の
内
容
は
、
三
に
つ
い
て
で

述
べ
た
事
情
等
を
考
慮
す
れ
ば
、
完
全
に
同
一
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
十
九
年
三
月
二
十
日
内
閣
衆
質
一
六
六
第
一
一
二
号
）
三
に
つ
い
て
の
「
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
五

日
の
沖
縄
の
復
帰
前
に
お
い
て
は
、
日
本
国
憲
法
は
、
観
念
的
に
は
同
地
域
に
施
行
さ
れ
て
い
た
」
と
の
記
述
は
、
昭
和
四

十
七
年
五
月
十
五
日
の
沖
縄
の
復
帰
前
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
は
同
地
域
に
も
施
行
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同

地
域
に
つ
い
て
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
第
三
条
の
下
で
、
我
が
国
は
領
有
権
を
放
棄
し
な
い
状
況
に
あ
っ
た
も
の
の
、
現

実
に
は
、
米
国
が
施
政
権
を
行
使
し
て
い
た
た
め
、
日
本
国
憲
法
は
、
実
効
性
を
も
っ
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と

二



い
う
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
十
九
年
三
月
二
十
日
内
閣
衆
質
一
六
六
第
一
一
二
号
）
四
に
つ
い
て
で
述
べ
た
「
戦
争
状
態
」
に
関

す
る
答
弁
は
、
法
的
な
意
味
で
の
戦
争
状
態
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
沖
縄
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
七
年

四
月
二
十
八
日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
五
日
ま
で
の
間
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
第
三
条
の
下
で
、
我
が
国
が
領
有
権

を
放
棄
し
な
い
状
況
で
、
米
国
が
施
政
権
を
行
使
し
て
い
た
。

三


